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二
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実

「
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
オ
ル
ソ
ン
物
語
」
の
執
筆
を
通
し
て
、
の
函
逗
留
シ
勺

靜
８
『
房
な
ど
の
公
的
史
料
で
は
わ
か
り
得
な
か
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
改
革
の

圭
籠
差
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。

（
ニ
オ
ル
ト
の
再
来
日
後
の
一
九
五
○
年
八
月
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
が

消
滅
す
る
一
九
五
一
年
六
月
二
○
日
ま
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
に
は
二

人
の
課
長
が
存
在
し
た
。
職
位
は
オ
ル
ト
の
方
が
上
位
で
あ
っ
た
。

（
二
）
オ
ル
ト
は
上
司
で
あ
る
公
衆
衛
生
福
祉
局
長
サ
ム
ス

言
国
乏
さ
己
司
．
静
ョ
ｃ
に
相
談
し
な
い
で
ア
メ
リ
カ
へ
の
一
時
帰

国
を
決
め
た
。
オ
ル
ト
の
行
動
は
軍
人
で
あ
る
サ
ム
ス
の
怒
り
を
買

い
、
サ
ム
ス
と
オ
ル
ト
の
関
係
が
冷
却
化
し
た
。
オ
ル
ソ
ン
に
よ
る

と
、
サ
ム
ス
は
オ
ル
ト
が
再
来
日
し
看
護
課
長
に
復
職
す
る
こ
と
を

望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
一
九
五
○
年
八
月
、
サ
ム
ス
は
二
人
の
看
護

課
長
に
対
し
、
「
日
本
人
に
求
め
ら
れ
た
方
が
担
当
す
れ
ば
よ
ど
と

い
う
暖
昧
な
指
示
を
だ
し
た
。
日
本
人
看
護
婦
た
ち
は
、
二
人
の
看

護
課
長
の
う
ち
、
や
さ
し
い
オ
ル
ソ
ン
を
相
談
相
手
に
選
ん
だ
。
オ

ル
ソ
ン
は
日
本
人
看
護
婦
の
意
志
を
尊
重
す
る
方
針
で
臨
ん
だ
。
オ

ル
ソ
ン
の
存
在
は
、
日
本
人
看
護
婦
に
と
っ
て
、
一
九
四
八
年
に
制

定
さ
れ
た
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
を
日
本
的
に
改
正
さ
せ
る

た
め
に
は
都
合
が
よ
か
っ
た
。
ま
た
、
日
本
人
看
護
婦
た
ち
に
、
多

く
接
し
た
オ
ル
ソ
ン
だ
け
が
看
護
課
長
で
あ
っ
た
と
誤
解
を
さ
せ
た
。

九
八
四
年
に
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
看
護
婦
留
学
生
の
た
め
に
イ
リ
ノ
イ
大

学
に
「
バ
ー
ジ
ニ
ア
・
オ
ル
ソ
ン
国
際
研
究
基
金
」
を
設
立
し
た
。

呉
秀
三
・
樫
田
五
郎
の
論
文
『
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
実
況
及
ビ

其
統
計
的
観
察
」
（
大
正
七
年
）
の
精
読
に
よ
り
い
く
つ
か
の
疑
問
点

が
生
じ
た
。
そ
こ
で
各
道
府
県
が
定
め
て
い
た
私
宅
監
置
に
関
す
る
規

定
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
過
程
で
大
分
県
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る

「
昭
和
十
五
年
監
置
精
神
病
者
に
関
す
る
綴
」
に
行
き
着
い
た
。
こ
の

よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
公
文
書
が
過
去
に
分
析
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
文

書
を
解
読
・
整
理
す
る
作
業
を
開
始
し
た
。

こ
の
綴
は
五
百
数
十
枚
か
ら
な
る
書
類
の
束
で
、
八
八
の
文
書
群
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
［
１
］
監
置
に
関
わ
る
文
言

（
三
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
ス
タ
ッ
フ
の
任
期
は
、
原
則
と
し
て
二
年
で
あ
っ

た
が
、
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
時
に
は
必
ず
し
も
二
年
が
提
示
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
リ
ク
ル
ー
ト
も
オ
ル
ト
の
個
人
的
な
努
力

で
行
わ
れ
て
い
た
。

（
四
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
が
行
っ
た
看
護
学
校
や
保
健
所
へ
の
厳
し
い
視

察
に
対
し
て
日
本
人
、
看
護
婦
た
ち
は
、
そ
れ
を
く
ぐ
り
抜
け
る
知

恵
と
対
処
方
法
を
備
え
て
い
た
。

（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科
・
順
天
堂
大
学
医
学
部
医

史
学
研
究
室
）

（
平
成
十
七
年
四
月
例
会
）

大
分
県
公
文
書
館
所
蔵

「
昭
和
十
五
年
監
置
精
神
病
者
に
関
す
る
綴
』
解
題

橋
本
明
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（
五
五
件
）
、
［
２
］
厚
生
省
に
関
わ
る
文
書
二
四
件
、
う
ち
二
件
は

欠
落
）
、
［
３
］
各
府
県
か
ら
の
文
書
（
一
九
件
）
と
大
別
で
き
る
。

［
１
］
の
監
置
に
関
わ
る
文
書
は
、
①
監
置
許
可
（
三
一
件
、
う
ち

私
宅
監
置
二
三
件
、
病
院
監
置
八
件
）
、
②
監
置
患
者
死
亡
（
一
八
件
）
、

③
監
置
廃
止
（
六
件
）
に
分
類
さ
れ
る
。
以
下
、
①
～
③
に
か
か
わ
る

具
体
的
な
事
例
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
い
。
①
監
置
許
可
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
文
書
群
五
三
（
数
字
は
筆
者
が
整
理
の
都
合
上
附
し
て
い
る
通

し
番
号
）
の
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
許
可
ノ
件
」
で
、
医
師
の
診
断
書
、

監
護
義
務
者
と
所
轄
警
察
署
に
よ
る
監
置
許
可
願
（
監
置
室
の
構
造
図

や
被
監
置
者
に
与
え
る
毎
食
の
献
立
も
明
記
）
、
県
警
察
部
の
作
成
文

書
な
ど
に
よ
っ
て
、
監
護
義
務
者
の
「
火
気
ヲ
弄
ビ
暴
行
癖
ヲ
有
」
す

る
長
男
の
監
置
が
最
終
的
に
知
事
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
る
過
程
を
追
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
文
書
群
九
の
「
精
神
病
者
私
立
病
院
監
置
許

可
ノ
件
」
か
ら
は
、
患
者
の
妻
に
監
護
義
務
遂
行
上
の
支
障
は
な
い
も

の
の
「
家
業
遂
行
ノ
都
合
上
」
で
佐
藤
脳
病
院
（
大
分
市
）
に
監
置
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
②
文
書
群
六
八
の
「
監
置
精
神
病
者
死
亡
ノ
件
」

の
書
類
に
は
、
死
亡
診
断
書
と
監
護
義
務
者
お
よ
び
所
轄
警
察
署
に
よ

る
死
亡
届
に
加
え
て
、
県
知
事
に
よ
る
指
令
書
（
監
置
許
可
証
）
が
添

付
さ
れ
、
死
亡
時
に
は
指
令
書
返
納
の
義
務
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

③
文
書
群
八
の
「
監
置
精
神
病
者
監
置
廃
止
届
ノ
件
」
は
、
「
精
神
分

離
病
」
の
患
者
が
十
ヶ
月
前
か
ら
私
宅
監
置
さ
れ
て
い
た
が
、
監
謨
義

務
者
よ
り
医
師
の
診
断
耆
を
添
え
て
監
置
開
放
願
が
出
さ
れ
、
監
置
が

廃
止
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
他
方
、
文
書
群
五
四
の
「
精
神
病
者
監
置
廃

止
ノ
件
」
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
既
に
監
置
許
可
で
紹
介
し
た
文
書

群
九
と
同
じ
患
者
で
、
三
ヶ
月
ほ
ど
の
病
院
監
置
を
経
て
全
治
し
、
退

院
と
と
も
に
監
置
廃
止
と
な
っ
た
。
こ
の
患
者
の
監
謨
義
務
者
は
、
廃

止
の
際
に
返
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
県
知
事
に
よ
る
指
令
書
を
紛

失
し
た
た
め
所
轄
警
察
署
長
あ
て
に
始
末
言
を
提
出
し
て
い
る
。

次
に
［
２
］
の
厚
生
省
に
関
わ
る
文
書
は
、
、
王
と
し
て
月
報
の
か
た
ち

で
厚
生
省
予
防
局
か
ら
大
分
県
に
送
付
さ
れ
た
「
精
神
病
院
収
容
患
者
状

況
調
ノ
件
」
（
文
書
群
四
○
な
ど
）
で
あ
り
、
各
道
府
県
の
公
立
お
よ
び

代
用
病
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
毎
月
の
患
者
数
、
退
院
者
数
、
死
亡
者
数

を
一
覧
で
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
分
県
に
は
こ
の
種
の
病
院
が
な
か

っ
た
た
め
、
一
覧
の
患
者
数
は
常
に
ゼ
ロ
で
あ
る
。
一
方
、
「
精
神
病
者

収
容
施
設
調
査
ノ
件
」
（
文
書
群
三
）
は
、
県
内
に
あ
る
す
べ
て
の
精
神

病
者
収
容
施
設
の
状
況
を
厚
生
省
に
報
告
し
た
時
の
文
言
で
あ
る
。
大
分

県
は
代
用
病
院
で
は
な
い
私
立
精
神
病
院
と
し
て
、
佐
藤
脳
病
院
（
現
在

収
容
人
員
一
二
と
別
府
脳
病
院
（
同
四
六
）
を
あ
げ
、
ま
た
公
立
監
置

室
（
恐
ら
く
大
分
市
の
市
有
監
置
室
）
に
二
人
が
収
容
さ
れ
、
私
宅
監
置

室
の
収
容
者
数
を
一
五
九
人
、
と
報
告
し
て
い
る
（
以
上
は
厚
生
省
予
防

局
「
昭
和
十
五
年
一
月
一
日
現
在
精
神
病
者
収
容
施
設
調
査
』
に
反
映
）
。

目
を
引
く
の
は
文
書
群
八
八
の
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
室
ノ
写
真
ノ
件
」

で
、
こ
の
な
か
で
厚
生
省
は
精
神
病
者
監
護
法
お
よ
び
精
神
病
院
法
改
正

の
資
料
と
し
て
「
私
宅
監
置
室
中
収
容
施
設
最
モ
不
良
ナ
ル
モ
ノ
」
の
写

真
送
付
を
各
府
県
に
依
頼
し
て
い
る
。
大
分
県
は
私
宅
監
置
室
の
写
真
二

枚
と
公
立
監
置
室
（
市
有
監
置
室
、
大
分
市
上
野
）
の
写
真
三
枚
を
用
意

し
て
い
る
。
こ
う
し
て
全
国
か
ら
厚
生
省
に
集
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

互
首
房
所
在
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
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最
後
に
［
３
］
の
各
府
県
か
ら
の
文
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
知
事
ま
た

は
警
察
部
長
か
ら
出
さ
れ
た
逃
走
手
配
（
一
五
件
）
お
よ
び
そ
の
解
除

（
三
件
）
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
文
書
群
三
四
の
滋
賀
県
警

察
部
長
か
ら
各
庁
府
県
警
察
部
長
に
宛
て
た
書
類
に
は
、
患
者
の
氏
名
、

住
所
や
逃
走
日
時
に
加
え
て
、
「
丈
五
尺
四
寸
位
色
白
顔
長
一

見
好
男
子
」
と
い
う
人
相
や
着
衣
、
「
江
州
訓
」
な
ど
と
い
う
方
言
の

特
徴
も
記
さ
れ
て
い
る
。
逃
走
手
配
は
、
精
神
病
者
監
護
法
第
五
条
に

あ
る
監
置
患
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
の
行
政
庁
へ
の
届
出
義
務

を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
監
置
患
者
だ
け
で
は
な
く
、
（
監

置
の
必
要
は
な
い
が
警
察
署
が
台
帳
で
把
握
し
て
い
る
）
非
監
置
患
者

も
手
配
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
発
表
で
は
事
例
が
中
心
と
な
っ
た
が
、
監
置
患
者
の
監
置
開

始
時
期
や
死
亡
時
期
な
ど
に
関
す
る
数
量
的
な
分
析
は
ま
た
別
の
機
会

に
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
発
表
後
に
個
人
情
報
を
含
ん
だ
史
料
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
若
干
の
議
論
が
あ
っ
た
。
昨
今
の
個
人
情
報
管
理
を
め

ぐ
る
社
会
状
況
の
厳
し
さ
を
考
え
る
と
き
、
精
神
病
者
の
生
活
史
に
ま

で
踏
み
込
ん
だ
ミ
ク
ロ
な
視
点
を
も
つ
調
査
研
究
に
と
っ
て
、
そ
の
研

究
活
動
と
個
人
情
報
保
護
と
の
調
整
が
今
後
も
課
題
と
思
わ
れ
た
。

（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
）

（
平
成
十
七
年
五
月
例
会
）

糸
劣
糸
紹
介
溌
珠
弗
茨
劣
劣
糸
劣
藍
劣
溌
詫
珠
諜
洙
藍
珠
裟

溝
上
國
義
編

「
日
露
戦
争
従
軍
記
ｌ
軍
医
の
陣
中
日
記
」

「
日
露
戦
争
」
と
戦
陣
医
療
と
言
え
ば
鴎
外
の
「
第
二
軍
軍
医
部
長

臨
時
報
告
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
軍
軍
医
部
長
森
林
太
郎
か
ら
野
戦

衛
生
長
官
小
池
直
正
へ
の
報
告
文
章
の
纏
め
で
あ
り
、
主
と
し
て
第
二

軍
軍
医
部
の
状
況
報
告
（
野
戦
病
院
等
の
配
置
、
戦
死
・
戦
傷
者
の
状

況
、
衛
生
材
料
等
の
充
足
状
況
等
々
）
と
第
二
軍
の
第
一
、
三
、
四
師

団
及
び
兵
姑
部
各
軍
医
部
長
へ
の
訓
示
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

野
戦
で
の
伝
染
病
の
発
生
、
戦
病
死
者
の
状
況
や
衛
生
隊
、
野
戦
病

院
の
戦
闘
配
置
の
状
況
等
が
正
確
に
読
み
取
れ
る
。
「
出
征
軍
医
ノ
用

意
ハ
手
術
心
二
動
カ
サ
レ
ザ
ル
ニ
在
り
軍
医
ハ
状
況
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ト

キ
始
メ
テ
手
術
刀
ヲ
取
ル
ベ
シ
」
。
こ
れ
も
鴎
外
の
配
下
へ
の
訓
示
の

一
例
で
あ
る
が
、
こ
の
「
報
告
」
で
は
戦
陣
医
療
の
概
略
は
読
み
取
れ

る
が
、
第
一
線
の
医
療
現
場
の
軍
医
や
衛
生
兵
の
姿
は
見
え
な
い
。

鴎
外
は
こ
の
出
征
中
に
満
州
か
ら
約
二
五
七
通
の
手
紙
を
、
王
と
し
て

妻
の
林
し
げ
子
宛
に
も
出
し
て
い
る
。
こ
の
手
紙
で
は
逆
に
全
く
戦
況

や
勤
務
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
く
、
戦
陣
で
の
私
生
活
の
便
り
で
あ
る
。

恐
ら
く
防
諜
上
の
配
慮
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
一
人
ひ
と
り

の
「
軍
医
」
の
姿
と
傷
病
兵
の
姿
は
読
み
取
れ
な
い
。

日
露
戦
争
当
時
の
野
戦
で
の
「
軍
医
」
の
日
常
勤
務
や
生
活
状
況
に

つ
い
て
は
、
昨
年
十
月
に
出
版
さ
れ
た
溝
上
定
男
氏
が
残
し
た
「
陣
中

日
誌
」
が
克
明
に
私
達
に
そ
れ
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。


